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すみれ幼稚園で５月 28 日、走り方教室が開催されまし
た。「スポーツクラブみらい」で人気のこの教室は、以前
開催した際に好評だったため、同園保護者会が依頼する
形で実現しました。この日は年長組の園児 34人が参加。
はしご状の障害物やハードルを使ったトレーニングやバ
トンの受け渡しの練習に汗を流しました。園児からは「は
しごみたいなのが楽しかった。足が早くなるといいな」
と笑顔がこぼれました。

すみれ幼稚園で走り方教室を開催
るの早くなれるかな走

広報紙や議会だよりの音声訳を手掛けるボランティアグ
ループ「かたくり」の主催する交流研修会が５月 16 日、
谷和原公民館で開催されました。この日は同グループの音
声訳 CDを利用している方５人にかたくりメンバーを加え
た 14 人が参加。日常生活で困っていることや、開催して
ほしい企画などを意見交換しました。かたくり代表の深

ふかつ

津
志
し ほ

保さんは交流会を「目の不自由な方が外出したりさまざ
まな人と交流できる場になれば」と話し、「利用者とメンバー
をもっと増やしていきたい」と笑顔を見せてくれました。

音声訳 CD利用者と意見交換
読グループかたくりが交流会朗

関東高等学校ヨット大会が６月９日・10日、山梨県の山
中湖で行われ、セーリング競技のレーザーラジアル級男子
に出場した本市の小

こばやし

林栄
はると

翔さん（土浦日大高３年）が見事、
４位に入賞しインターハイへの切符を手にしました。セー
リングは帆を張ったボートで風を受け、その揚力を利用し
てコース上の決められた地点を周回しタイムを競う競技で
す。「戦術を考え、常に変化する風を読むこと」がセーリ
ング競技の魅力と語る小林さん。秋のインターハイ出場に
向け「インターハイではユースの選手たちにひけをとらな
いようにがんばります」と意気込みを語ってくれました。

小林栄翔さん、セーリングでインターハイ出場へ
に風を受け水上を疾走帆

全農杯平成 30年度全日本卓球選手権大会の茨城県予選が５
月３日、東海村総合体育館で開催されました。この大会の男
女シングルスで、谷和原卓球クラブ（市体育協会所属）の
屋
やしろ

代明
あ す な

日菜さんが女子ホープスの部（小学６年生以下）で見
事第３位に輝き、７月 27日㈮から神戸で開催される全国大
会への出場が決まりました。また、同クラブの廣

ひろい

井竜
りゅうせい

成さん
が男子カブの部（小学４年生以下）で第８位に入選し、７月
７日㈯から行われる関東大会への出場が決まりました。

２人の小学生が全国大会、関東大会出場へ
和原卓球クラブが躍進！谷

３位に輝いた屋代さん（中央㊨）と廣井さん（中央㊧）

終始なごやかな雰囲気の中進んだ交流研修会


